
 
    

『熊本・大分地震』発生から４０日が過ぎました。改めて、お亡くなりになられた方々へ衷心よ

り哀悼の誠を捧げますとともに、被災に遭われたすべての皆様に心からお見舞い申し上げます。 

4/16の本震以降も熊本地方を中心に地震が続いており、5/31現在で1,600回を超えています。

今後も強い揺れが想定されており、家屋倒壊、土砂崩れなど、引き続き警戒が必要です。 

去る 5/14、震災被害の大きかった益城町に入り、避難所のひとつ「広安西小学校」で炊き出し

ボランティアを行いました。被災地では、家屋倒壊は 11万棟を超え、いまなお 8,200人もの方々

が避難生活を強いられており、仮設住宅の一刻も早い建設など、住宅整備の必要性を痛感しました。 

その後、益城町内の視察を行いましたが、被害の大きかった地域では、倒壊した家屋や塀などが

ほとんど手つかずの状態にあり、道路も緊急車両がようやく運行ができる程度に片づけられている

ものの、ガレキなどを搬出する大型車両の出入りは困難を極めています。 

被災地には、全国から様々な行政機関の職員、各種団体職員、医療・介護・福祉スタッフ、そし

て多くのボランティアが現地入りし、日々復旧支援、被災者のケアにあたられています。     

私たちに出来ることは、現地ボランティアはもちろん、募金、熊本県産品の購入、もちろん観光

も結構です。できること、やれることで被災地支援を続けて参りましょう。被災地の一日も早い復

旧、そして生活再建に向け、引き続き全力で被災地支援を行って参りましょう！ 

  ↑4/23・24 緊急街頭募金活動 

『２月県議会』でも一般質問に登壇しました！  
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『熊本・大分地震』被災地復旧を全力で支援します！ 
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5/14益城町視察 

↓５/14益城町 避難所の炊き出しボランティア 


